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研究分野：大腸肛門外科学 
科研費の分科・細目： 
キーワード：パラフィン包埋標本、マイクロアレイ 
 
１．研究計画の概要 
パラフィン包埋標本を用いた cDNA マイク
ロアレイを開発し、その汎用性を利用して抗
癌剤感受性規定因子、予後因子を検索する。 
 
２．研究の進捗状況 
パラフィン包埋標本からのｍRNA の抽出法
を確立した。このｍRNA を増幅してマイク
ロアレイを行っている。 
 
３．現在までの達成度 
mRNA抽出法、増幅法はほぼ確立した。 
 
４．今後の研究の推進方策 
より精度を高め、種々のホルマリン固定条件
の標本に対応できるよう、さらなる検討を行
う。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に

は下線） 
 
〔雑誌論文〕（計 3件） 
 
別紙に記した。 
 
〔学会発表〕（計 2件） 
別紙に記した。 
 
〔図書〕（計 1件） 
別紙に記した。 
 
〔産業財産権〕 
○出願状況（計 0 件） 
 
○取得状況（計 0 件） 
 
〔その他〕 
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